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「長野県の学校行事で特徴的なものに中学校での集団登山があります。先日教育委員

会の定例会で、長野県山岳総合センターからお話がありました。山岳部の顧問をしてい

たときに何回かセンターの研修会に参加した経験があり、興味深くお聞きしました。そ

の中で高校の山岳部の活動が盛んになってきていると聞きとてもうれしく思いました。

私は山登りの専門家ではありませんが、中学時代の集団登山がとてもよい思い出となり、

後々山岳部の顧問をすることにつながりました。 

 平成22年度の長野県山岳総合センターの「長野県中学校集団登山動向調査」によると、

集団登山をする中学校は９割で、その割合は数年来変わっていません。ただし、目的と

する山は中央アルプスの西駒ケ岳や北アルプスの燕岳が減少し、唐松岳や硫黄岳周辺が

増えていました。生徒の実態に合わせた選択であったり、アプローチの楽な山であった

りと状況に応じて変化してきているようです。そうであっても危険が伴う集団登山が継

続されているのは、豊かな自然を満喫し、危険な箇所では仲間と声を掛け合ったり助け

合ったりできるという、長野県だからこそできることに対する教師や地域の強い思いが

あるのだと思います。 

 我々のときには中学１年生で、事前準備として霧が峰の鷲ヶ峰に登り強清水まで歩き

キャンプするという行事があり、先生方の準備も大変だったろうと思います。この霧が

峰の事前準備と西駒ケ岳登山の際の学年主任のＫ先生はたいへんな山好きで、道々いろ

いろ興味深い山の話をしていただきました。教師の一言は生徒に大きな影響を与えると

いいますが、その後引率を含め20回近く西駒ケ岳に登り、自分だけしか知らないクロユ

リの群生地などたいへん山を楽しむことができました。 

 最近では、医師や看護師、ガイド・案内人が同行するケースが９割あり、安全に配慮

されていることがうかがわれます。初めて高山に登り、下山して地元の山を振り返って

見たとき、今までとは違う親近感を感じるとともに、自分のふるさとの素晴らしさをし

みじみと感じました。 

 配慮しなければならないことは多いですが、これからも安全対策を十分行って、子ど

も達に素晴らしい経験をしてほしいと思います。（引用はここまで） 
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